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制度の概要
市町村が行う自立支援・重度化防止等に向けた取組みへの支援・一層の推進を目的に、①～⑥の評価指
標の達成状況に応じ、国が交付金を交付する制度。

【主な指標】①PDCAサイクルの活用による保険者機能強化 ④介護予防の推進

②ケアマネジメントの質の向上 ⑤介護給付適正化事業の推進

③多職種連携による地域ケア会議の活性化 ⑥要介護状態の維持・改善の度合い

データに基づく地
域課題の分析 取組内容・

目標の計画
への記載

保険者機能の発揮・向上（取組内容）
・リハビリ職等と連携して効果的な介護予防を実施

・保険者が、多職種が参加する地域ケア会議を活
用しケアマネジメントを支援 等

適切な指標によ
る実績評価

・要介護状態の維
持・改善度合い

・地域ケア会議の
開催状況 等

インセンティブ

・結果の公表

・財政的インセン
ティブ付与

国による
分析支援

都道府県が研修等を通じて市町村を支援

出典：厚生労働省
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評価結果
令和５年度 推進交付金 支援交付金 合計

満点 １，３５５ ８３０ ２，１８５

洲本市 １，１９０ ６９０ １，８８０

県内平均 ８６９.０ ４９２.８ １，３６１.８

全国平均 ７４２.９ ４１２.９ １，１５５.９

得点率 ８７．８％ ８３．１％ ８６．０％

令和６年度 推進交付金 支援交付金 合計

満点 ４００ ４００ ８００

洲本市 ２５６ ２３９ ４９５

県内平均 ２２３.０ ２５１.５ ４７４.５

全国平均 ２０５.６ ２１６.７ ４２２.４

県内順位 ６４．０％ ５９．８％ ６１．９％

※推進交付金⇒保険者機能強化推進交付金（Ｈ３０年度～）・支援交付金⇒介護保険保険者努力支援交付金（Ｒ２年度～）

●令和５年度までの評価指標では、体制・取組指標（プロセス指標）が多くを占めていたが、令和６年度の評価
指標については、活動指標（中間アウトカム・アウトプット指標）や成果指標（アウトカム指標）が強化されるなど、
大幅な見直しがあった。
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評価指標の説明（令和６年度）

（ⅰ）体制・取組指標（プロセス指標）

介護予防等を推進していく上で、『①現状分析、②取組の実施、③取組状況の把握、④見直
しの必要性の検証等』のプロセスが出来ているかを評価する指標

（ⅱ）活動指標（中間アウトカム・アウトプット指標）

介護予防等の個々の取組の進捗度合いを評価する指標

（ⅲ）成果指標（アウトカム指標）

要介護認定率や要介護度の変化率等を評価する指標

（例） 「通いの場の参加者の健康状態等の把握」（体制・取組指標）⇒「通いの場等において
心身・認知機能を改善した者の割合」（活動指標）⇒「要介護度の変化率」（成果指標）
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推進交付金
目 標

ⅰ体制・取組指標群 ⅱ活動指標群

洲本市 県平均 全国平均 満点 洲本市 県平均 全国平均 満点

Ⅰ 持続可能な地域のあるべき姿をかたちにする ６４ ５１．０ ４６．４ ６４ ９ １２．９ ９．８ ３６

Ⅱ 公正・公平な急を行う体制を構築する ６０ ４８．９ ４２．４ ６８ ２８ １２．５ １７．５ ３２

Ⅲ介護人材の確保そのたのサービス提供基盤
の整備を推進する ５２ ４１．４ ３３．８ ６４ ３ ８．８ ７．２ ３６

支援交付金
目 標

ⅰ体制・取組指標群 ⅱ活動指標群

洲本市 県平均 全国平均 満点 洲本市 県平均 全国平均 満点

Ⅰ 介護予防/日常生活支援を推進する ５２ ４３．３ ３１．４ ５２ ２４ ２１．１ ２０．１ ４８

Ⅱ 認知症総合支援を推進する ４９ ４８．８ ４２．４ ６４ １２ １６．０ １２．１ ３６

Ⅲ在宅医療・在宅介護連携の体制を構築する ４２ ５６．２ ４９．８ ６８ ２０ １８．８ １２．８ ３２

推進交付金・支援交付金共通 目標 ⅲ成果指標群

Ⅳ 高齢者がその状況に応じて可能な限り自立
した日常生活を営む ４０ ４７．４ ４８．６ １００

令和６年度 得点の詳細

※黄色の部分は、県・全国平均よりも点
数が低い指標
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令和６年度 評価結果まとめ

●自立支援・重度化防止にかかる体制・取組指標についてはほぼ
達成できている。

●一方で、活動指標については、全国・県平均を下回る目標もあり、
成果指標については、全国・県平均を下回った。
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